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高解像度古気候観測網：その戦略と展望
High-resolution paleo-observatory network: Strategy and Speculation
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気候変動は、地球システムの変動の現れであり、地表に現れた現象を様々な時空スケールで観測することは、地球シ
ステムのダイナミクスを理解し、変動の影響を評価する上で本質的なことである。その意味で、古気候研究は、こうし
た視点を支持するデータを提供する事を期待されている。古気候・古海洋学の進展に伴って、様々な代替指標に関する
高時間解像度の時系列データが出されるようになり、古気候変動のタイミングや特徴に関する議論が可能になってきた。
しかし、未だに、複数の地点で得られた高解像度時系列記録を高い時間制度と解像度で比較する事には大きな困難が伴っ
ている。その結果、広い地域に渡り高空間解像度でカバーしたデータを取得する事も困難である。更に、代替指標の種
類、品質も地点により様々で、異なった代替指標同士の校正はほとんど行われていない。
　そこで、ここでは、１）海域および陸域において、古気候学的に鍵となる地点から、第四紀を連続的にカバーし、か

つ質の高い古気候・古海洋記録媒体を採取し、２）複数の地点から採取した記録媒体同士を、高い時間精度と解像度で
対比することによって古気候観測網を確立し、３)こうした記録媒体について、高い時間精度と解像度で年代測定して標
準となる年代モデルを確立し、それに基づく年代を２）で述べた対比を用いて観測網全体に投影すると共に、４）記録媒
体を様々な代替指標について分析して、相互に校正された高精度、高解像度の古気候・古海洋パラメータを抽出し、５）
その結果を統合してデータベース化し、更に再解析データ化する、ための系統的、統合的取り組みを提案したい。また、
そうしたデータベースの活用法についても議論したい。
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